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健
康
に
対
す
る
意
識
の
変
革
を
と
　
　
ク
と
呼
べ
る
総
合
健
診
に
取
り
組

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
四
年
度
の
健
康
づ
く
り
事
業
功
労

▼
健
康
づ
く
り
作
品
展
入
賞
者

◇
ポ
ス
タ
！

。
図
画
の
部
特
選

直
篤

（大
田
小
五
年
）

準
特
選

小

一
年
）
ほ
か
十
七
人
　
◇
標
語

の
部
特
選
　
一二
上
奈
津
子

（市
浦

中

一
年
）

準
特
選
　
相
坂
友
人

◇
四
年
間
　
山
内
憲
夫

（相
内
）

ほ
か
四
人
◇
二
年
間
　
鳴
海
直
江

（相
内
）
ほ
か
二
人
◇
二
年
間

◇

一
年
間
　
鳴
海
尚
志

（相
内
）

▼
献
血
功
労
感
謝
状
贈
呈
者

◇
六
十
回
以
上
　
竹
谷
泰

一

（脇

⌒十
三
）
◇
三
十
回
以
上
　
柳
谷

栄

（十
三
）
ほ
か
二
人
◇
二
十
回

人
◇
十
回
以
上
　
山
田
美
子

（脇

▼
日
本
赤
十
字
青
森
県
支
部
献
血

時
間
の
有
効
利
用

（ゲ
‥
ト
ボ
ー

ル
等
で
楽
し
む
等
）
。

●
健
診
を
受
け
る
た
め
の

「村
民

健
康
の
日
」
を
設
け
る
。

だ
か
ら
負
担
金
の
徹
収
に
は
問
題

●
健
診
車
に
は
保
健
婦
、
ヘ
ル
バ

グ
ル
ー
プ
討
議
、
全
体
討
議
と

・
原
点
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分

共
通
の
認
識
を
も
て
た
こ
と
は
重

紆
』』一律螂嚇Ⅳい保′ヾ臼け田鰊

詢
榊理期康い詢静脚Ｆは̈
「ぅ

ノレ．プ“」赫ょりも経済が優先され

▲グ
●健診率向上にむけて、待ち



こ
の
道
ひ
と
す
じ
の
人
に

る
秋
の
叙
勲

・
褒
賞
が
発
表
さ
れ
、
市
浦
村
か
ら
は
、
前
村
長
と
し
て

観
光
、
文
化
活
動
や
企
業
誘
致
に
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
二
重
貫
氏
が

勲

四
等

瑞

宝

章
〓
一　
重

ミ

ン
ト

ン
大

会

が

、

十

一
月

十

六

今

回

は

八

チ

ー

ム

、

村

民

約

八

十

人

が

参

加

し

、

熱

戦

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

参

加

し

た

村

民

一只

氏

（７２
）

地
方
自
治
功
労

（前
市
浦
村
長
）

福
械
Ｃ
里
鐵
総

「村
民
の
健
康
維
持
と
ス
ポ
ー
ッ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
□

〈
参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
〉

∩
閣

園

∪
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レ
表
彰
さ
れ
る
相
内
保
育
所
児
童

こ
の
ほ
ど
、
民
生
児
童
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
十
二
月

一
日
付

け

（任
期
三
年
）
で
、
十
二
人
の

方
が
厚
生
大
臣
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

三
浦

青
森
県
農
業
経
営
士
に

俊

一
さ
費
潟
選

積
極
的
に
取
組
み
、
野
菜
の
周
年

産
地
化
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域

農
業
の
振
興
に
貢
献
し
た
実
績
が

一
、

路

上

駐

車

は

し

な

い

で
下

さ

い
。

二

、
故

障

車

に

は

目

印

の
赤

旗

を

立

て

て
下

三

、

道

路

に

雪

を

捨

て

な

い

で
下

さ

い
。

四

、

作

業

中

の
除

雪

車

の
二

〇

メ

ー

ト

ル

以

内

に

近

寄

ら

な

い

で
下

さ

い
。

五

、

除

雪

作

業

車

は

右

側

走

行

す

る

場

合

も

あ

り

ま

す

の

で

、　

一
般

車

両

は

十

分

注

意

し

て
走

行

し

て
下

さ

い
。

六

、

ゴ

ミ

は

所

定

の
場

所

に
積

み

重

ね

て
整

理

し

て

お

い

て
下

さ

い
。

J丁 L

善
意
あ
り
が
と
う

囲
□
園
□

ｏ
亀
田
　
勉
さ
ん
　
　
一一十
万
円

年
団
）
　
　
　
　
一
万
七
千
円

昨
年
、
台
風
卜
九
号
に
よ
る
災

ｏ
佐
藤
ヤ
イ
さ
ん
　
　
一二
万
円

国

‐
遊
‐

日

ｏ
秋
田
谷
セ
イ
さ
ん
雑
巾
　
一二
十
枚
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早
い
も
の
で
、
欧
州
の
報
告
を

青
森
で
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま

研
修
の
こ
と
、
現
在
の
仕
事
の
こ

フ
ラ

ン

ス

の
廃

棄

物

処

理

体

系

ク

ラ

ス

３

は

、

建

築

物

の
廃

材

な

ど

の

い
わ

ゆ

る
非

活

性

の
も

の
。

ク

ラ

ス

２

は

、

家

庭

用

廃

棄

物

で

活

性

の
も

の

で
あ

る
。

そ

し

て

、

ク

ラ

ス

ー

は

、

工

場

な

ど

の
産

業

廃

棄

物

で
あ

る
。

の
処

理

能

力

が

あ

る

と

い
う

こ

と

で
し

た
。

石

灰

石

の
石

切

り

場

を

買

収

し

、

そ

の
跡

地

を

利

用

し

た

も

の

で
廃

棄

物

を

堆

積

し

、

埋

め

ゴ

ミ

処

理

ン
ス
テ

ム

と

し

て

、

れ

た

工

場

で

の
廃

棄

物

は

、

ト

ラ

ッ
ク

ス

ケ

ー

ル

（
重

量

測

定

機

）

に
よ

り

内

容

分

析

が
実

施

さ

れ

化

学

的

な

チ

ェ

ッ
ク

を

受

け

る
。

こ

の
間

、

ト

ラ

ッ
ク

は

待

機

し

、

石

切

り

場

跡

地

に
投

棄

さ

れ

る
。

投

棄

さ

れ

た

ゴ

ミ

は

単

に
堆

積

こ
ろ

で

粘

土

質

の
上

壌

で
覆

う

と

こ
れ

は

、

降

雨

の
地

下

浸

透

に

さ

せ

、

排

水

パ

イ

プ

に

よ

り

収

集

シ

ス
テ

ム
を

採

用

し

て

い
る
。

現

在

は

、

約

四

〇

ｍ
の
高

さ

に

堆

積

さ

れ

て

お

り

最

終

的

に

は

六

プ

に

よ

り

吸

収

⌒
一
〇

〇

〇

耐
／

水

は

、

生

物

学

的

処

理

（
パ

ク

テ

リ

ア

の
培

養

等

）
を

し

た
後

、

活

性

炭

を

通

す

な

ど

化

学

的

処

理

を

こ

の
施

設

が

満

杯

と

な

っ
た

後

の
合

理

性

を

廃

棄

物

処

理

方

法

に

満

杯

後

、

こ

の
地

を

訪

れ

た

人

下

に
産

業

廃

棄

物

が

埋

ま

っ
て

い

慨

を

新

た

に
す

る

と

と

も

に
今

後

終

わ

り

に

長

く

掲

載

し

て
き

た

、

欧

州

見

の
報

告

で

は
省

略

さ

せ

て

い
た

だ

の
点

に

つ

い
て

は

、

機

会

あ

る

ご

こ

の
種

の

研

修

が

今

後

と

も

実

施

さ

れ

、

よ

り

多

く

の
村

職

員

及

び

こ
と

を

希

望

し

終

わ

り

ま

す

。

-249‐
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鬼

切

（
功

）
部

れ
ま
せ
ん
が
、

「鬼
切
部
」
の

「鬼
切
部
」
と
書
か
れ
て
い
て

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
古
文
書
で

鬼

切

部

地

目

別
で
き
な
い
よ
う
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

「切
」

副
　
功
」
の
誤
字
で
あ
る
可
能

「山
王
坊
遺
跡
」
の
発
掘
で
お
馴

染
み
の
新
野
直
吉
氏

（現
秋
田

大
学
学
長

・
文
学
博
士
）
の
ご

指
摘
■
古
代
東
北
日
本
の
謎
し

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
宮

城
県
玉
造
郡
鳴
子
町

「鬼
首
」

が
こ
の
地
に
当
た
り
ま
す
。
あ

で
有
名
な
所
で
す
。
陸
前
の
国

（
現
宮
城
県
）
や
羽
後
の
国

⌒現
秋
田
県
）
へ
の
交
通
路
は
鬼

首
峠
を
本
道
と
し
て
い
る
重
要

地
点
で
す
。

「鬼
首
」
の
語
源
は
ア
イ
ヌ

語
の
オ
ニ
コ
ロ
ベ
の
転
訛
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

（熊
田

葦
城
著

「
日
本
史
蹟
大
系
』
）。

オ
ニ
と
は

「其
の
木
」
、
コ
ロ

ベ
と
は

「
処
」
と
い
う
意
味
で
、

「境
木
の
あ
る
場
所
」
つ
ま
り

陸
奥
と
羽
州
と
の
境
界
線
に
あ

『
陸
奥
話
配
』
の
記
録

「陸
奥
話
記
」
に
、

「永
承

の頃
、
獄
犠
蔚
購
粥
麟
謝
饉
数

千
の
兵
を
発
し
之
れ
を
攻
む
。

出
羽
秋
田
城
介
平
朝
臣
重
成
を

て
安
倍
頼
良
を
攻
め
た
こ
と
、

出
羽
国
秋
田
城
介
平
重
成
を
先

鋒
と
し
、
登
任
が
後
陣
を
動
め

は
諸
部
の
蝦
夷
を
も
っ
て
防
戦

し
た
こ
と
、
そ
し
て
鬼
切
部
で

戦
っ
た
こ
と
、
結
果
は
国
府
軍

多
か
っ
た
こ
と
が
簡
明
に
記
述

さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

次
に
も
う
少
し
具
体
的
に

「前

登
任

の
言
動

を
行
跡
を
見
兼
ね
て
思
案
に
思

の
叛
乱
と
も
思
わ
れ
る
行
跡
を

用
が
減
り
、
人
民
が
安
心
し
て

こ
し

て
頼

良

を

誅

伐

し

よ

う

と

思

う

ど

と

、

執

事

の
甲

斐

入

道

宗

忍

を

始

め
家

人
郎

従

を

呼

び

集

め

て

評

議

を

し

、

全

員

の
議

同

を

得

て
安

倍

頼

良

を

討

伐

す

そ

れ

か

ら

軍

勢

を

整

え

ま

す

。

ま

ず

、

出

羽

秋

田
城

介

（
秋

田

、
山

形

方

面

の
国

司

の
名

称

）

良

征

伐

の
同

意

を

得

、

西

と
南

か

ら

相

呼

応

し

て
攻

署

す

る
作

ち

と

し

て

は

朝

廷

や

人

民

に
対

す

る

面

子

を

保

つ
当

然

の
行

動

頼
良
の
言
動

登

任

の
動

き

を

伝

え

聞

い
た

安

太

夫

頼

良

は

、

「
奇

怪

な

こ

や

し

く

も

累

代

六

郡

の
司

と

し

て

、

威

勢

は
陸

奥

の
国

中

に

冠

廷

を

な

い
が

し

ろ

に

し

た

こ

と

は

な

い

つ
も

り

だ
。

何

を

も

っ

の

で
あ

ろ
う

か
。

こ

れ

は

必

党

六

郡

の
人

民

に
限

ら

ず

皆

自

分

わ

な

い

の
は

、

国

司

の
武

威

の

る
。
そ
れ
な
の
に
自
分
の
威
勢

を
論
た
み
、
理
由
も
な
く
我
尭

を
募
ら
せ
、
朝
命
も
受
け
な
い

で
私Ｌ囁
に
一
ヵ
を
動
か
そ
う
と

遣
錮
■
て
い
る
。
一）れ
は
登
任

の
偏
執
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た

と
え
奥
州
の
両
勢
を
も
っ
て
自

分
を
襲
う
と
も
少
し
も
恐
れ
る

こ
と
は
な
い
。
登
任
が
そ
の
義

路
の
要
所
に
て
待
ち
受
け
て

一

誅
致
し
、
つ
い
で
に
奥
羽
の
両

者
ど
も
勇
め
や
勇
め
」。
と
下
知

お
さ
怠
り
な
く
、
国
府
軍
の
来

ま
す
。
安
倍
軍
の
陣
を
張
っ
た

場
所
が

「鬼
功
部
」
で
し
た
。

こ
と
は
、

「登
任
」
が
朝
廷
の

安
倍
氏
討
伐
の
勅
許
も
得
な
い

で
私
的
な
戦
い
と
解
釈
し
た
こ

と
、
頼
良
は
朝
憲
つ
ま
り
法
を

州
両
国
を
押
領
す
る
」
チ
ャ
ン

良
の
気
慨
な
り
、
性
格
な
り
を
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高
齢
化
社
会
の
到
米
に
よ
る
老

な
ど
、
現
代
は
ま
さ
に
ス
ト
レ
ス

づ
け
て
い
て
は
、
い
つ
か
心
に
も

体
に
も
ひ
ず
み
が
生
し
、
病
気

ヘ

と
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
の

生
活
の
色
々
な
場
面
で
、
ち
ょ
っ

と
し
た
気
配
り
が
必
要
な
だ
け
で

今
回
は
、
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ

ク
や
ス
ト
レ
ス
解
消
の
コ
ツ
を
と

ま
ず
は
、
自
分
の
ス
ト
レ
ス
度
を

い
る
か
、
自
分
で
は
な
か
な
か
わ

知
り
、
解
決
策
を
さ
ぐ
ろ
う
と
い

気
軽
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鰤
冒

獅
目

ＮＯ

一
　

　

　

　

Ｎ〇

一

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
よ
う

①
十
分
な
休
養
を
と
る
。

②
ぬ
る
め
の
湯
に
ゆ
っ
く
り
入
る
。

③
シ
ョ
ギ
ン
グ
や
テ
ニ
ス
、
散
歩

な
ど
手
軽

に
で
き
る
運
動

で
汗

④
園
芸
、
日
曜
大
工
、
映
画
鑑
賞

⑤
休
日
を
活
か
し

て
旅
行
を
楽
し

⑥
自
分
に
合

っ
た
く

つ
ろ
ぎ
方
を

⑦
適
量

の
お
酒

で
リ
ラ

ッ
ク

ス
。

③
座
禅

や

ヨ
ガ
、
自
律
訓
練
法
な

ど
を
覚
え
、
緊
張
を
と
き
は
ぐ

」”中
お誕生

工

藤
　
龍

麻

（桂
川
）
圭
　
人

藤

田
　
　
剛

（磯
松
）

靖

一二
浦
　
沙

弥

⌒相
内
）
漏
　
仁

山

ｍ四
竜
太
郎

（
脇
元
）
正
　
伸

‘直
一
ご
結
婚

（錐　椰　口香一
一時海」一

（螂　』
報　制
一樹奈囃一

（導　螂　辟美一
一軒　駐一

（釉　田　『　議
一協　庫一

Ｍ
Ｍ
Ｍ

保

坂

銀
治
郎

⌒
士

こ

７７
菫

士
口
　
田
　
健
　
一
（相
内
）
７０
歳

工
　
藤
　
ア
　
ネ

（相
内
）
７９
歳

士
口
　
田
　
　
　
弘

（相
内
）
４５
歳

櫛

引

か

ふ

（脇
霊

歳

中
　
山
　
義
　
則

⌒磯
松
）
４２
歳

一釉

馴

こ

ち

ら

編

集

室

琥
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
「広
報
ゴし
りヽ
，ら
」
も
一
年
を

振
り
返
る
と
誤
字
等
あ
り
、
夏
休

そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
ど
う
に
か
１２
月
号
ま

紙
面
の
充
実
、
役
立
つ
情
報
発
信
、

皆
さ
ん
の
意
見
も
ど
し
ど
し
お
寄

くチェックチャート>

騒
一
協
沖
崚
　
一恥


